	平成２１年度　若者の自立を考える保護者向けセミナー　四日市会場

「自立を支える家庭内コミュニケーションとは　〜コーチングから学ぶ〜」

講　師：葛巻　直樹氏(G-up Coaching代表・(財)生涯学習開発財団認定コーチ)
日　時：平成21年9月12日 13:00-15:00
会　場：四日市市総合会館７Ｆ第１研修室


 講 演 録 
１．オープニングトーク　共有することで見聞を広げる

　では、改めまして、みなさんこんにちは。ご紹介いただきました、葛巻です。住んでいるのは大矢知地区ですので、四日市の方とは地元ですので、お近くの方は、顔を合わせている機会があるのではないか、そんな感じもしています。

今日は、皆さんと「若者の自立を支える、家庭内のコミュニケーション」を皆さんと「一緒に考えていきましょう」ということで、研修を行わせていただきます。

　私は、先ほどご紹介いただきましたように、プロのコーチだという認識をしております。コーチと言いますと、ゴルフ、テニス、水泳といったスポーツのコーチを思い浮かべる方がいらっしゃると思います。

しかし、私の場合はコーチと言いましても、教えるほうのコーチではありません。人それぞれが持っている強み、特色あるいはキャラクター、その人の中に眠っている、他の人にはない、素晴らしいものを引き出してあげる。そして、その引き出したものから、成長を促していく。そういったコミュニケーションの研修をやらせていただく。あるいは実際にコーチとして、クライアントの方のいろいろな目標達成に貢献させていただくということをしております。

さて、今日は「どんな話をしよう」といろいろ考えました。普段自分がやっているセミナーというのは、子育て支援の場合ですと、幼稚園就業前の方から中学校（中学生）ぐらいのお子さんの保護者の方が、非常に多く来場されます。そこで、そういった方に聞いていただいて、少しでも家庭の中でお役に立てるものをということで、お伝えしています。

今日はこういった形で、若者の自立を考える、保護者向けのセミナーをということで、お話をいただいて、普段はお話しないけれども、今日はみなさんにお伝えしたいという内容を、かなり絞ってまいりました。２時間と言う時間の中で、みなさんにたくさんお話をさせていただく。あるいはみなさんに、それぞれ『ワーク』といいまして、お隣の方とお話をしていただく。そういった簡単なコミュニケーションをとりながら、学習を進めてまいります。

成人学習型といいましても、それぞれみなさんが今までの自分の生活や、人生の経験、そういったところで、経験や体験を通して学んできたこと、そんなことを、このセミナーの中でいろいろな方々と共有する。そのことによって、知識・見聞を広げて、いろいろな考え方、価値観を知る。「あっ、そんな考え方もあるのか？」そういった新しい発見、たくさんの出会いがあることを願ってこのプログラムを作ってきました。ぜひ、最後まで楽しんでいただきたいと思っております。

　私は、先ほども紹介していただきましたが、某大手タイヤメーカーに勤めていました。その時に、部下のマネージメント手法の中の一つとして、『コーチング』というものを学びました。コーチングというのは、ある意味、そのようなマネージメントに使う手法です。が、その一方で先ほども申し上げましたように、その人らしさを引き出す。あるいは、その人の持っている強みにスポットライトを当てていく。その個人の価値を高める。そういう要素が強いものです。

　未来に対して、どのように向かっていくかということを、一緒に考えていく。そういったスタイルになります。ですので、会社の中のマネージメントだけに使っていくのはもったいない。そういうものが自分の中にありました。そこで、このような形で、みなさんのような一般の方に、分かりやすく伝えていきたいということで講演活動のほうもやらせていただいています。

　今日みなさんにお伝えすることで、１つか２つでけっこうです。みんな持って帰って、「全部やってください」というのは、本当に難しいことです。

　今日の私の講演は２時間後の３時に終了させていただきます。その後、ここからみなさんが出られますと、今日私が話した42％が、忘れられます。その後、90分経過すると70何％ぐらい抜け落ちてしまいます。

　せっかくこういう形で、お時間を使って集まっていただいたのですから、ぜひいろいろな方と体験の話を聞いて、新しいものを得る時間にしてください。「これは試したい」「これは子どもや、自分の配偶者に対して試してみたい」「自分のコミュニケーションスキルを変えてみたい」そういったことがありましたら、きちんとメモをしていただいて、ぜひそのことを今日の夕方（夜）から、試していただければというふうに思います。

突然お母さん（お父さん）が変わって帰ってこられると、家の中がなかなか落ち着かないかもしれませんが、いつかは変わらないと、いつまで経っても変わりませんの。1000回、「よくなりたい」と憧れるよりも、１回試すほうが早いのです。今日やっていただいて、気が付いたことで「やってみたい」あるいは「そんなふうになれたらいいなあ」ではなくて、まず「やってみる」ことをぜひ、みなさんにお勧めしたいと思います。

　

２．本日のルール　共有することで見聞を広げる

今日は、こういったルールで進めさせていただきます。

· お互いを尊重する　

· 自分で選んで、正直に行動する
· 自分の持っているもの、自分の得た体験を正直にこの場に出す
　そうすれば、ペアになった方、この会場のみなさんが、他の方の意見で得をする。

最近、勝間和代さんという、有名な経済評論家の方ですが、「ギブ・ギブ・ギブ・ギブ・ギブ」＝「与えることを５乗する」ということを言われておられます。僕も同感です。自分が知識を得ることだけに一所懸命になるのではなく、アウトプットすることが、すごく大事になります。

子どもの勉強でもそうですが、インプットすることよりも、アウトプットされることのほうが大事なのです。親はどうしても、教え込むことに一所懸命になってしまうのですが、実際はそれよりも、外に出してあげる。アウトプットされるほうが、勉強の効率は上がる。脳の科学でもそういうふうに捉えていますので、是非みなさんは、正直に行動していただいて、自分の言葉で、自分の体験を話すことに、どんどん協力してほしいと思います。

それから、みなさんにいろいろな感想を求めたりします。あるいは「これについて、どういうふうに感じられますか」と質問をする機会があります。その時、意見に正しい、間違いはありません。みなさんが考えていること、感じていることが正しいのです。

僕はこういう研修をやらせていただく時に、絶対に言いますが、白いカラスや透明な金魚がいても、全然問題はないと思います。何があってもいいのです。その方がどんなことを感じられたのか、それをみんなが感じる。そのことが大切になります。意見が違うだけです。自分が正しい、間違っている。そういうことで、違いを入れないでいただきたいと思います。

　それでは、「ペアワーク」ということで、お互いに話したり、コミュニケーションを取り合ったりして進めていきます。中には「最近起こった楽しい話をお隣の方としてください」とか、みなさんのプライベートに関わるお話をしていただく場面があるかもしれません。ですので、コーチングの本当に基本なのですが『相手の守秘義務を必ず守ります』ということを守ってください。

今日ここで得た、知識は持って帰っていただいてけっこうです。58％～68％しか残らないと思いますが。ただし、話された内容はこちらにおいて帰ってください。守秘義務は守ってください。先ほども言いましたが、必ず自分にとって活用できる何か、それを持って帰っていただきたいと思います。

３．「コーチング」ってなに？　

本来こういうところでは、いろいろなお医者様がお話をされる場合があると思います。ですが、私は心理学のことを勉強はしましたが、その分野の専門医ではありません。ですから、具体的にどこまでみなさんのお役に立てる話ができるのか、そういうところでは、クエスチョンな部分があります。十分ではないかもしれません。

でも、このコミュニケーショントレーニングで身につけたもので、みなさん自身が変わる。そして、そのことによって、皆さんのコミュニケーション能力も変わる。そして、みなさんとの触れ合い方が変わる。そういう良い連鎖を生みたいと考えています。ですから、コミュニケーションを絶って、引きこもりを始めた子どもたちを、どのように分かり、理解してあげるか、そして深刻なものにしないか、ということを一緒に考えていきたいと思います。

言うまでもなく、引きこもりを始めた子どもは、人間の集団に入っていくことが、非常にしにくくなっている状態にあるわけです。そういう状態の中で、いくら「集団の中に入っていきなさい」と促しても、二の足を踏んでしまうという場合が多くあると思います。強制されればされるほど、遠ざかってしまう。そういったことが、事実としてあると思います。なので、みなさんには「外に出て人との交流を持たなくていいのよ、これがこの子のスタイルなのだから」とみなさんに割り切っていただけるような、コミュニケーションを新たにやりながら、そういう価値観を持って帰っていただきたいと思っております。

では、本題のほうに入っていきますが、みなさんにお伝えしたいことが一つあります。今日ここ（プロジェクターのスクリーン）に映す資料は、後でお配りさせていただきますので、一所懸命メモを取っていただいていると、かえって話が聞いていただけなくなります。ですので、ぜひ話のほうを聞いていただき、「これは」ということだけをメモしていただきたいと思います。

　2006年の５月に発行された『Ｗｅｄｇｅ』という雑誌があります。新幹線に乗られた方はご存知だと思います。グリーン車に置いてありますし、売店でも販売しています。その中で、河合文化教育研究所の主任研究員でいらっしゃる丹羽健夫さんという方が、インタビューの中で、『上っ面のテクニックを押し付けても、人間は磨かれない。今こそ、大人は感動を語れ。それで魂が揺さぶられて、好奇心に火がつけば、子どもは自ら答えを求めて走り出す。』という言葉を述べられています。非常にこの「大人は今こそ、感動を語れ」という言葉が、自分にはすごくヒットしました。

これから大人がやっていかなければいけないことは何なのだろうか？　自分がやらなければならないことは何なのだろうか？　そういうことを考える時に、自分がこれまで苦しんだことや、上手くいったことを含めながら、そういうコーチングで使うスキルを一人でも多くの方に伝えていく。それが、僕にできることなのかなと思っています。

　それで、人間関係のスキルになるのが、コミュニケーションです。コミュニケーションという言葉は、いろいろな意味で使っているのですが、コーチングというのも、この中のひとつと考えていただきたいと思います。コミュニケーションには、いろいろな形があります。大きな意味で、コミュニケーションというものがある中の一つに、「『コーチング』というものがあるよ」ということです。あるいは、『カウンセリング』という関わり方や、『ティーチング＝（子どもたちが勉強を習うように）教えこまれる、教え込む』というやり方もあります。また、会社などでよく行われるのが、『コマンディング＝指示』です。

　いろいろな形のコミュニケーションがあります。この形がいろいろあるということは、この後でもお話しさせていただきますが、その中でも今日はこの『コーチング』というものに、スポットライトを当てて、お話をさせていただきます。

　コーチングというのは、先ほどから申し上げているように、人間関係のスキル、一種の技術です。じゃあそのスキルとか、テクニックさえ磨いたり、使ったりすれば、「人から信用を得ることはたやすいのか？」あるいは「人を簡単に動かすことができるのか？」と思われることがあるようです。

　でも、それは全く違います。一時的に上手くいくことがあるかもしれませんが、それはやはり「人を操作する」ということになります。

　例えば私たちは、人を自分の思うように動かすということに対して、『操作主義』という言葉で表しています。例えば、自分の子どもが「私の言うことを聞いてくれない」「勉強してほしいのにしてくれない。」あるいは「口ごたえする」。「そういう遊びをしてはいけない」と言っているのに、それを直さない。」ある意味、親は自分の思った通りに、子どもにしてほしい、そういう操作主義というものがあるとすれば、それでは人は動かない。なぜ操作主義がいけないかというのは、この後しっかりお話しさせていただきます。

　みなさんも、『自分の過去と相手は変えられないが、未来の自分は変えられる』という言葉を聞いたことがあると思います。自分の過去や相手のことを変えるということは、天気を変えるようなことに近い、等しいようなことだと僕は思います。ですから、そのように「相手を思い通りに動かす＝操作主義」に走るのではなく、自分のコミュニケーションスタイルを変えることによって、相手を変えていただきたいと考えています。

　まず、コーチングというものを説明させていただきますと、こういう図でよく、我々は説明させていただいています。（図を見せる）ここに星が書いてあるのですが、これがみなさんから見た、『コミュニケーションをとる人』と思ってください。この人に対して、与える、または教えこむといったコミュニケーションのとり方を『ティーチング』と言っています。先ほど、こちらのボードで出しましたけれども、『教え込む』というコミュニケーションです。

それに対して、コーチングというのは、導く、引き出すという、矢印が外に向いているコミュニケーションのとりかたをします。この人間の中に眠っている、その人なりの持ち味とか、キャラクターの可能性を引き出すのですよ、ということをお伝えしました。

子どもの輝き、そういったものを引き出すために、身近な大人が変わる。これが最良の方法ではないでしょうか？ 今日はこういうことを、提案させていただきたいと思います。

４．コミュニケーションとは？

ではみなさんに、お話を少ししていただこうと思います。ここまで私が、一方的に約30分弱、20分強ですか、話しています。私はもうこれで、口がだいぶこなれてきました。だから、緊張もだいぶ溶けてきました。参加されている方も「これから何が始まるのだろう」と、いろいろと緊張されている方もいらっしゃると思います。

「アイスブレイク」とよく言いますが、これでみなさんの緊張を溶かしていきたいと思っています。ですので、みなさん、隣同士の方とちょっとペアを組んでいただきたいのです。隣の方がいらっしゃらないところは、ちょっと場所を移動していただいて、よろしいでしょうか？　隣の方と二人でペアワークをまずやりたいと思いますので、椅子がありましたら、お手伝いをいただけたらと思います。こちらに来ていただいてよろしいですか、すいません。

まず、何を話していただくかというと、やはり当然、初めてお会いするわけですから、防衛本能の垣根をすっと下げていただきたい。ですので、自己紹介をしていただきたいと思います。そして、今日の参加の目的、どんなことをこの研修で学びたいか、あるいは何を得たいか。そういうことをお互いにお話ししていただきたいと思います。

まずは自己紹介。もちろんいきなりお名前から言わないで、「こんにちは」からお願いします。（笑）２つ目は今日の研修に参加した目的。あるいはこの研修で「こんなことが知りたい」「こんなことがしたい」と感じていること。それを話し合っていただきたいと思います。その後、少し皆さんの方から、ご意見をうかがいながら、次に進めていきたいと思います。みなさん、３分では長すぎると思いますので、２分半ほどですが、時間をとりますので、それぞれの自己紹介と今日の参加の目的をお話しください。お願いします。

※ディスカッション

はい、ありがとうございます。みなさん、コミュニケーションがお上手ですね。初めてお会いになった方ですね。お隣の方って？（確認する）初めてではないですか？　みなさんがコミュニケーションをとるのがお上手なので、僕はこのまま帰ってもいいような気持ちになりました。（笑）それをもっと良くするために、今日は時間を使いたいと思います。

先ほど言った「今日参加した目的」を、２、３名の方にお聞きしようと思っていました。しかし、こんなに、コミュニケーションがうまかったみなさんなので、ちょっと気が変わりました。「相手の方が、どういう目的で参加をされたのか？」しっかりと聞いていただいたと思います。そこで、こう見ると目線がパパパッと向くのですね。（笑）面白いです。どうでしょう？　お隣の方のお名前はちょっと出していただいてもよろしいか聞いていただいたうえで、お隣の方の参加目的をお話しいただきたいと思います。

司会者　　（マイクを参加者に渡しながら）はい、お願いします。

葛巻　　　はい、お願いします。

参加者Ａ　妹さんが家に引きこもっていて、どのように言葉をかけたらいいのかと思って参加しました。

葛巻　　　はい、ありがとうございます。いかがですか？　聞いていただいて？

参加者Ａ　そうですね。早くよくなればいいなあと思って聞いていました。

葛巻　　　はい、ありがとうございます。しっかり受け取っていただきました。（雑談・笑）

葛巻　　　もう一回、時間をとります。どんどん（マイク・司会者が）前に来てしまいます。じゃあ、その前の方、お願いします。お隣の方はどのような参加目的でいらっしゃいましたでしょうか？

参加者Ｂ　息子さんが就職活動をしないので、どう接したらいいのか分からなくて、いらっしゃったそうです。

葛巻　　　はい、ありがとうございます。

本当に、私が見た通りでした。ちょっとお話をする姿を見れば、大体その人のコミュニケーションが上手か下手か分かります。相手のために何か一つでも為になるものをというふうに、みなさんは思っている人たちなのだなあとお見受けしました。しっかりと相手の話を聞いていただいたと思います。

まだ、時間が足りないようなので、みなさんと、ちょっとお遊びをしたいと思います。お遊びと言うと、変なイメージがあるかもしれません。もう少し、緊張感を持ちたいと思います。お互いに、お隣の方ともう一度お話をしていただいて、お互いの共通点を、今から3分間差し上げますので30個見つけられるかどうか、チャレンジしてみましょう。別に書かなくても、指で数えたりしていただければいいです。われわれは工場などで働いていますと、業界によって違いますが、いわゆる一、二、三、四、五（正の字）という書き方をしています。皆さんのコミュニケーション能力なら、できる！（笑）では、始めてください、どうぞ！　　

はい、ありがとうございます。

※ディスカッション

（指差して）けっこうこの辺は白熱していましたね。（会場笑）

ちなみに、私は研修でこれを必ずと言っていいほどやります。少なくとも楽しいでしょう？　初めての人と話をする時でも、あまり抵抗がないので、すごく好評なのです。どのくらい共通点が見つかりましたか？（確認する）５、６、７個。（会場笑）５個が最低基準です。会社の部長さんクラスの方々に、これをよくさせていただいています。そんな感じで、話がどんどん出てくる。５個出たら話さない。最低記録が塗り替えられてないでしょうね？　四日市で塗り替えられるとすごく辛いのです。15個以上？　やっぱり白熱するでしょう。20個以上？　惜しかった。20個はちょっといかなかった？　ちなみにいくつでした？　18。17、18、13。これは、頭のいい悪いは全然関係ないです。頭が柔らかいか、硬いかです。ここと、ここに気がついていた。共通点。（客席と会話中。話の内容を確認）。「朝ご飯を食べられましたか？」など。こういうところは、一緒ですね。これが、「犬を飼っていますか？」となりますと、合わないですね。「ペットを飼っていますか？」となると、「あっ、主人が」とか。人間と言うのは、知識を変えると、「共通点っていくらでもあるよね」と柔らかく出てきて、今日は、けっこういけるかなあと思っていました。18個。素晴らしいと思います。こんなふうに遊んでばかりでいいのでしょうか？（会場笑）みなさんにこういったことを感じていただいた中で、話を進めていきたいのです。

いま、みなさんには、「コミュニケーション」という言葉を意識しないで、やっていただいていました。「コミュニケーションを進めてください」とあえて言わなくても、「お話をしてください」「共通のものを探してください」というお話をしました。

では、みなさんの言葉で、コミュニケーションとは、どんな意味になるのでしょうか？　広辞苑の正しい答えが欲しいわけではないのです。みなさんが感じている。「私にとって、コミュニケーションって、どういうもの？」あるいはこういう動作、こういう信条ってあると思うのです。それをお互いに少し話していただいていいですか？

そういう「コミュニケーション」の意味は、たとえば僕らがいう「人間関係の潤滑油ですよね」というような言い方もあるかもしれません。あるいは「お互いに何かを渡し合う関係」というような物の言い方でもけっこうです。先ほども言いましたが、意見に、間違い、正しいはありません。みなさんが思うコミュニケーションを、お互いに話していって、それを聞いてあげてください。相手の方とのコミュニケーション。するといっぱい、コミュニケーションという言葉の意味について、考えることができると思います。これは、時間を短くとって、２分差し上げます。お互いに「私にとって、コミュニケーションってこういうことなのだよ」ということを話してみてください。お願いします。はい、どうぞ。

※ディスカッション

はい、ありがとうございます。みなさんには２分間で、「自分にとってコミュニケーションとはどういうものだろう？」ということでお話をしていただいていました。違いますでしょう？　コミュニケーションの意味と一言で言っても？　これは、今から共有しだすと、みんな違います。50人いたら50通り出てきます。（会場に尋ねる）

葛巻　　　あなたにとって、コミュニケーションとは？

参加者Ｃ　言葉にするのは、凄く難しいのですが、今思ったのは、初対面の方でも、自分のことをきちんと伝えて、相手の人のことも聞いて、人間が付き合っていく上で、上手く言えないのですが（苦笑）、　何て言ったらいいんでしょう…

葛巻　　　いいですよ、みんなそういう思いです。「私もわからん」みたいなことです。

参加者Ｃ　ふふふ

葛巻　　　いいのです、私もわからん。みんな、そういうものです。でも社会へ出て、私もわからないけど、自分が相手のことを受け取ってあげられる。そして、そこから何か出てくるのです。

参加者Ｃ　いい関係を、作っていくうえでのきっかけになればいいと思います。

葛巻　　　はい、ありがとうございます。（また別の人に）どうでしょう？

　　　　　（驚いているその人に）えっ？（笑）近くに来たら危ないと思っていますね。

参加者Ｄ　コミュニケーションの言葉というと、メールや電話、手紙などのそういうコミュニケーションもありますが、今回私は、面と向かって顔も合わせながら、コミュニケーションをとるという考え方で、話をしました。そうしたらお隣の方は、自分の感情や相手の感情を、引き出すだけのコミュニケーションだけではなく、何気ない日常の会話でとりとめのないことを話すなかで、コミュニケーションを引き出すと聞いて、そういうやり方もあるんだなあと思いました。

葛巻　　　はい、ありがとうございます。もう一方、よろしいですか？

参加者Ｅ　あまり深く考えず、人と話し合い、聞きあうことだと思います。

　はい、ありがとうございます。コミュニケーションをとる手段というのは、先ほども言われたように、電話、メール、伝書バトといろいろあります。伝書バトを笑ってはいけません。最近の（インターネットの）トピックスです。南アフリカでは来年、ワールドカップがありますね。インフラが悪いのです。インターネットの速度が遅いので、同じ容量のデータを送信するのも、競争してみると、伝書バトの方が伝達速度は速いのです。ちょっと覚えておいてください。そんなことを考えるほうがおかしいだろうと思いましたが、実際に伝書バトの方が早かったそうです。

　このことから、会話という自分の声、あるいは顔つき、性質、ボディアクション、ランゲージ。いろいろなものを使って伝える方法もあれば、文字によって伝えるものもある。そういったことで、いろいろなコミュニケーションの方法を人間は持っているのです。

本当に人間って、コミュニケーションをとりたがりますね。どうですか？　中高生の子どもがおられるご家庭だったら、携帯電話を風呂まで持って行きませんか？　そういう相談を実際に受けたことがあります。「うちの娘が、携帯電話を風呂まで持っていくのですが、どうしたらいいですか？　」そんなことを言われても…。何だろう？　誰かとつながっていたいという気持ちを、人間というのは心の奥底で、けっこう熱いものを持っているのだなあと感じています。

ちなみに、これは後でみなさんにお渡ししますが、以前こういう話をしていらっしゃった方がいますので、例として出してみます。

「人と人の間に橋をかけるような行動。」僕も、「ああ、なるほど」と思いました。お互いの考えや気持ちを伝え合い、理解することというのは、当然コミュニケーションの理想とする姿だと思います。先ほど言われたように、信頼関係を作るうえで、コミュニケーションは不可欠だよということです。

ところで、みなさんにお聞きしたいのですが、このコミュニケーションって、どこで教えてもらいました？　学校？　お家で教えてもらいました？　教えてもらっていないですね？　家で「挨拶をしなさい」とか、「言葉遣いは丁寧にしなさい」そう注意された。あるいは、特別な挨拶は教えてもらったりすると思いますが、基本的には教えてもらっていないですね。

学校で、読み方、話し方は教えます。が、こういった、コミュニケーションのウィットというのは、教えてもらっていないというのが、現実だと思います。そこで、今日は敢えてみなさんに「コミュニケーション」というものについて、真正面から向き合ってもらうために、話をさせていただきました。

５．おかしな世界１　私たちに見えるものは理不尽なものだらけ

　実は、私はこのように考えています。自分たちの住んでいる世界って、「自分の思うように生きていけない」ということが、けっこうありますよね。「未来は子どもたちにかかっています」と言いますが、子どもたちとたくさんの時間を過ごせますか？　できないですよね？　特に男性の保護者の方は、仕事が大変忙しくてということがあると思います。

実際に私も、このコーチという仕事に就く前に、東洋ゴム工業という会社にいました。別にそこが悪いというわけではありませんが、私は一所懸命仕事をするということが、家族のためである。あるいは、自分が頑張ることで、部下の成果を上げてあげたい。そういうふうに一所懸命やっていることが、結果的には何の役にも立っていないということに、気がつきました。

働けば働くほど、朝早く出掛けなければいけない。遅くまで仕事をしました。それこそ朝５時に会社へ出社して、夜11時ごろ家に帰ってくる。そんな生活をしていました。それこそ、子どもとのコミュニケーションというのは、本当になくなってしまいました。寝顔しか見られない。ちょっと、そういう後遺症が出たのでしょうか？　今でも次男とは上手くいかないところがあります。

そういう意味で、「子どもたちとたくさんの時間を、一緒に過ごしましょう」と分かっている。あるいは「家庭でできないことを学校でやってほしい」と期待されている方が実際に多い。実は、私の妻が、小学校の教員をしていますので、すごくお父さん、お母さん方から「こういうことを、学校で教えてほしい」と言われる機会が多いのです。しかし、期待していただくのですが、申し訳ない。その割に、一人ひとりとじっくり向き合っていく時間が少ない。やはり、40人学級ですから、40人とコミュニケーションをとっていくのは大変なことだと思います。そういう意味で、上手くコミュニケーションがとれていけない部分があると思います。

子どもたちにとって、大人である保護者であるみなさん、または学校の先生は「大人のロールモデル」になっていると私は思います。ロールモデルとは、一番時代に合うモデルです。ですから、昔のことわざで言えば、『子は親の背中を見て育つ』と言います。実際、お父さん、お母さん方の生活の態度、知恵、あるいは生活をしていくなかでの、まわりの社会との関係。そういったものまで、子どもが受け継いでいきます。

ですから、一番身近な大人である、保護者のみなさん、先生方が、コミュニケーションを上手くしていただく、これが子どものコミュニケーション能力が、伸びていくための近道だと考えています。

ここで、ちょっと一回休憩を取りたいと思います。この時計で14時10分になりましたら、続けていきたいと思います。この後は、このコミュニケーションの「聞く」というスキルと、「人を認めてあげる＝承認」というスキルについて、みなさんと一緒に考えて、どういうふうにしたら、有効にそのスキルが使えるかということを、具体的にお伝えしたいと思っております。14時10分になりましたら、お席のほうにお戻りいただきたいと思います。
６．おかしな世界２　この世界は狂ってしまっているのかもしれない

　では、時間をオーバーしましたが、後半にいきたいと思います。前半とマイクを変えましたが大丈夫でしょうか？（確認する）声が届いていますか？　いいですね。

では、いよいよコーチングで言うスキル、そしてコーチングという言葉について、もう一度、もう少し深くご説明をしておきたいと思います。

まずこの、『「話す」ということは』というスライドですが、（ＯＨＰを見せる）けっこう自分としては精通しているのでお話しすると、やはり思いを話すことによって、問題を抱えている。あるいは、問題を抱えているが、話すことによって、その問題を自分から手放すことができる。体からも離すことができる。ですから、人間にとって『話す』ということは、とても大切なことです。

私はよく、「人の一生は、重き荷を負うて、遠き道を行くがごとし」という徳川家康の有名な言葉を用います。非常に家康らしい言葉なのでしょう。しかし実は、私は以前この言葉があまり好きではありませんでした。というのは、この「重き荷を負うて」とは、誰も好きで自分に重い荷を負っているわけではないと思います。そこで、僕は「重き荷を負わせている」のは、一体誰なのだろう、何なのだろうかと、時々考えることがあります。それは、もしかすると自分の周りにいる大人からの期待や、または自分の中ではやりたいと思っているわけではないが、それに対して、「やっていくんだよ」とレールを敷かれたこと。そういう自分の思いと違うものに対して、進んでいくこと。それが僕はやはり「重き荷を負うて」という意味なのかなと感じました。

でも、やっぱり我々はあくまで、自分の持っている個性、キャラクター、強み。そういったものを自分で自分なりに見つけて、生かしていく。そして、重き荷を負うのではなくて、自分の生きたい道を歩こう、あるいは自分のやりたい、就きたい、いろいろな自分の希望や夢があると思います。そして、そういうものに対して、突き進んでいってほしいと思います。突き進むという言い方はすごく派手なのですが、コーチングというものを簡単に図式化すると、こういうことになります。（星の図を出す）ここに「主」と書いてあるのは、主役です。みなさんにとって「主役って何ですか？」ということになると、もしかしたら自分の子どもかもしれない。または自分が支援している方かもしれない。学校の先生からみれば、自分の生徒。ある意味、自分がコミュニケーションをとる相手、みんなが主役なのだという意味で、僕は星に例えています。

私はコーチという仕事をしています。保護者の方、そして、地域の大人たち、先生。こういった方々みんなが、そのコーチの役割をすることができます。先ほどもスポーツのコーチの話が出ていました。「拾って、拾って、拾いまくれ」ではないですが、「なぜ教えているのにできない」という鬼コーチを思い浮かべる方がいらっしゃるかと思います。

ちょっとごく簡単に、私たちがやっているコーチングのエッセンスの部分だけをお話ししたいと思います。例えば、テニスというスポーツを教えるとしましょう。コーチの方がラケットを持って、「このように持って、このように振って、ボールをよく見て、ボールを面に合わせて打つのですよ」と方法を一所懸命に教えるとします。でも、うまくいかない。それを技術の問題にするのか？　それとも心の問題にするのか？　違ってくると思います。

我々コーチが、仮にテニスを教えるとすれば、「握り方」。バットスイングだとか、フォロスイングだとか、そうではない。ボールをラケットに当てることが、一番先決なわけです。なので、ボールをラケットに当てるために、何を言うのかというと、「ボールをよく見なさい」ではないのです。それは、どんなコーチでも言えることです。そうではなく、今のボールは右回転だったか、左回転だったか？　ということです。すると、「ボールを見なさい」ではなく、今のボールは右回転だったか、それとも左回転だったか？　その一言によって、漠然とボールを見ているのではなく、そのボールの回転（運動）がどうなの？　ということを見るわけです。同じボールに見えているかもしれません。しかし、単に「ボールを見なさい」と言われてボールを見ていたら、黄色いボールに見えます。しかし、「ボールの回転はどっちだった？」という一つのリクエスト、または質問によって、全く新たな視点をその人に与えることができます。結果的には、振り方がどうだ、こうだということではないのです。ボールがきちんと、ラケットに当たることがまず大事なわけですから、そのためにはよくボールを見なければいけない。その目的、目標であるボールをどのように見ればいいのか？　それをコーチはそういう質問で、主役である選手のボールを見る姿、姿勢を変えたという逸話があります。これはアメリカのテニスコーチの方であるガルシアの実際の話です。

それで、我々がやっているのは、ここでありますが、主役の人に話してもらいます。「じゃあ、コーチは何をするのですか？」というと、それを一所懸命聞きます。この主役が持っている自分の目標や、自分のありたい姿、そういったものに対して、主役に一所懸命話してもらいます。主役の目標は何か、どんな姿になりたいのだろうか、そういうことを一所懸命聞きます。この場合は、まず聞くのが、第一の仕事です。例えば、１時間セッションをしてＣＭの話をしますと、私が話すのは10分あるかないかです。残りの50分は延々と話し続けてもらいます。それをするために、何をするかというと、ここにありますが、『ベーシング』といって、聞き方に徹します。そして、話を聞いて、自分の目標や、ありたい姿を引き出すために、「質問をしてあげる」「承認をしてあげる」ということをしています。「普段、こういうふうに話しています」「それを聞いています」と、一対一の完成されたコミュニケーションといっていますが、キャッチボールのように、親子で投げて、取る。それをまた、投げて受ける。そういう形のコミュニケーションが、やはり理想的ですね。

７．「自己肯定」について考える

でも、実際はどうかというと、主役に対して「何をやったの？」例えば家なら子どもは、家に帰ってくるなり、ランドセルをバーンと玄関に放り出していきますから、「ランドセルはそこに置くんじゃないでしょ」または「ただいまは？」、「今日、学校はどうだったの？」「国語の試験はどうだった？漢字は書けたの？」「算数の時間はどうだった？」「体育は？」子どもは無視して話さない。こっちが話すばっかりです。何か気がつくと、そんなことをしています。

そうではなくて、ここでコーチである、私たち教師や保護者、または支援者、みなさんが自分の子どもたち、支援をしていただく方に対してしていただきたいのは、相手の話していることを聞いて、その姿を承認してあげる。「あなたはいいよ」「こんな目標をたてたんだね。」「こういった姿になりたいんだね」ということを認めてあげる。そういったことが大事になってきます。

よく、「会話を通じて相手のやる気や、潜在能力を引き出す」ということを、私たちは言っていますが、とにかく、先ほど言ったように何かを教えるというわけではありません。例えば、タイガー・ウッズという有名なプロゴルファーがいますが、彼のコーチは、振り方や打ち方などは全然教えません。「さあ、ウッズ、３番ホールのグリーンはあそこだ、お前はどう打つ」そのようなことしか言わないのです。すると、ウッズは「う～ん、風向きはこうだから、ここは、スタンスがオープンになるのか」または「こちら側にＯＢが近いから、ちょっと風のことを考えてもう少し右寄りを狙ったほうがいい」ということを、自分で考える。いわゆる保護者が主役の前に出て、「さあこうしましょう、ああしましょう」「こんなふうにやったらどう？　きっとうまくいくよ」ということではなく、「あなたはどうしたいの？」ということを常に問いかける。コーチの仕事は、「あなたはどうしたいの、どうなりたいの？」と聞く一方です。

後でやりますが、聞いてあげることで安心感を与えであげる。「あなたを認めているよ」期待感を持たせる。「今の調子なら、目標は達成できるからね」いろいろな例、使い方がありますが、聞くことで安心感を与える。そして、承認してあげることで、期待感を伝えるということでやっています。

８．「自己受容」について考える　

この中で、まず主役である子どもたちに安心感、期待感を感じてもらうために、まず自己受容の話をしたいと思います。自分を客観的に見て、自分の好きなところ、嫌いなところを隣同士で話し合っていただいていいですか？　「私は自分のここが好き、だけどここがあまり好きじゃない」というところをお二人でお話し合いをしていただけますか？　「私はこう、こうですよ」というふうにお話をしていただきたいと思います。よろしいでしょうか？　では、始めてください。けっこうありますね。

· ディスカッション

はい、ありがとうございます。それではみなさん、自分で自分の好きなところ、嫌いなところというのがあると思います。コミュニケーションの一番小さな単位は、何と思われます？　一対一かな？　「こういう状態ですよね」と言われる方が多いと思います。コミュニケーションには相手がいると思われる方がいると思います。が、少し頭を柔らかく考えてください。自分の中に二人の人間がいます。頭の自分と腹の自分。よく、悪魔とか言いますね。天使もあるかもしれませんが。自分の中で、やりとりをけっこうしていませんか？　「こういうことをする自分が嫌い」「つい、怒ってしまう自分って駄目だよね」と思っている方もいるかもしれません。僕もこういうことをみなさんにお伝えするようになってからです。分かっているからいいようなものの、昔は自分の思いを、本当にはっきり言ってしまっていました。そういう意味では、自分のそういうところが「相手に誤解される人間だなあ」そういうところが嫌われるなあ、「自信がないのが嫌だな」とたくさん思っていました。

でも、先ほど自分で自分のことを見つめてみて、話をしてみて、「ああ、自分ってそういうところがあるのだな。だけど、自分は自分だからそれでいいんだな」と、まず『自己受容』をしてほしいと思います。「自分自身」とか「自尊感情」というものの以前に、自分が自分のことを「仕方がないよね、自分だもん。でも、そういう自分が、これからでも変わることができる」ということを考えていったほうが、僕はいいと思います。「駄目だ、できない」とネガティブなことを考えていくよりも、自分をまず受け入れていただく。自分のことをがさつだと思っている人が、そのことを「素晴らしい」とは言えないでしょう。そういう自分を「好きになれ」と言っても無理があるでしょう。が、「ああ、自分はこういうがさつな性格なのだなあ。でも、こういう自分と付き合っていかなければならないのだなあ」と、自己受容をしてほしいと思います。ですから、みなさんの周りにいる方でも、「あなたは自分で自分のことをどう思っているか知らないけれど、それが、あなただから、それを受け入れてください」と。自分で自分のことを受け入れてください。全ての人間関係のもとになる。あなたが「自分の中のあなた」を受け入れられない以上は、その他の方とコミュニケーションをとるということも、難しいかもしれない。でも、まず自分と自分のコミュニケーションをうまくとって、関係作りをする。そして「今の自分を認めて、許してあげることによって、そこから人間関係を作り上げていこう」というように、一緒に進めていっていただければと思います。

　

９．「自己肯定」について考える

そして、僕は今子どもたちに必要なのは、『自己受容・自己肯定』だと思っています。『自己肯定』は、『自尊感情』とも言われますが、「あなたって素晴らしい存在なのだよ」ということを分かってもらうことです。どうかすると、本当にマイナス志向、ネガティブな言葉で「あなたのこういうところが足りない」「こういうことをもっと努力すればいいのに」「あなたってこういうところはいいけれど、ここがだめだよ」というように、なにか認めてあげない。何か一つ否定をする。「でもね」というように。そういうコミュニケーションのとり方をすることが、多いのではないかと思います。

そうではなくて、「あなたは、素晴らしい」という考え方を、まず持ってほしいのです。「あなたという存在が素晴らしいのだよ」何かというと、私たち人間の存在自体が、奇跡に近いと書いてあります。僕自身はスピリチュアルでも何でもないのですが、本当に単純に、科学的に考えてください。37億年前に、この地球上に生まれた生物の子孫が我々なのです。しかも、今我々は生きている。みなさんの祖先も必ずいるはずです。そして、初めて日本という言葉を発した先祖もいるはずです。先ほども言いましたが、みなさんがお母さんから生まれた、その奇跡的なものがつながって、今の自分がある。自分が、生きていることをそういうふうに考えたら、これはすごく奇跡的なことなのだと思います。

何というのか、いろいろと戦争があった、いろいろと病気になった。人はいろいろなところで苦しめられる。それでもなおかつ、自分がこの世の中にあるということは、絶対、そんなに生易しいものではないと思います。自分一人で解決できるものではない。でも、何かこの世の中で、でやっていけることがあるはずだ。僕は、そのように考えるようになりました。人間というのは、やはり希望を持って生きていたい。ですから、自分は、僕は、奇跡に近い存在だ、というところから、まず自己肯定を始めました。

そばにいる人から喜ばれること。これは、ものすごい期待感。あなたの素晴らしさが分かり、伝わることです。今はすごく、核家族化が進んできていて、おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に過ごす時間もない。そばにいる人から、喜ばれる時間も少ないと思います。家族といっしょにいる時間が少ないのだから。

でも、少ないからと言って「仕方がないや」と諦めて、解決しないのでは仕方がありません。そういう時間が少なくてもいいから、大切にする。そばにいる人の役に立ったという気持ち。それが自分の存在にすごく自信を持つようになります。何よりも自信になります。勉強も、もちろん大事だと思います。でも、そばにいるから喜ばれる。それが自分の自信につながる。みなさんの周りにそういう世界がたくさんあれば、一人ひとりが、みんなが、自己を肯定した世界が作れるのではないかと考えています。

ところで、下のほうに、「人間は言葉に洗脳される動物」だと書いてあります。ネガティブな言葉だと、どんどん悪くなります。「○○できない」「××しない」。　　　

よく、「不安と悩みはどこから生まれるのですか？」ということで、僕はたとえ話をよくするのですが、「夢と希望がなければ、不安なんか持たない」と言われたことがあります。「なるほど、確かにそうだな」と思いました。

人間というのは、希望を持っていないと、生きていけない存在です。昔、戦争が終わった後、シベリアに抑留された方がすごい労働、生活をさせられました。それでも、生きながらえた人と、そうでなかった人の大きな違いは、やはり希望の有無だったそうです。希望を持っている人は、そういう所でも、生き延びる確立が高かったといわれています。そういうことで、希望を持つこと。否定的な言葉をできるだけ使わないということを、家族みんなでやってみたらどうかと思います。

10．子どもたちの自己肯定感を高めるいくつかのヒント　

　たとえば現状より上を求めることがあると、こういう例があります。「もう少し○○しようよ」ということがあります。例えばみなさん、僕の方も一所懸命ですので、残り時間が少なくなってきました。そこでみなさんに対して「もう少し、僕の話を聞いてください」と言ったら、かちんときませんか？　気持ちは「私の話を聞いて欲しい」のに、相手が「もう少し私の話を聞いてほしい」と言うと、かちんときてしまう。現状より上を求めるような言い方になりますから。

　じゃあ、どうしたらいいだろう。どういうふうに言ったら、カチンとこないだろうか？　そういうことを考えると、例えば、みなさんはよく話を聞いていただいています。「聞いてもらいたい」というのを、「よく聞いてもらっていますね」と、前向きな言葉に置き換える。そのことによって、カチンとくることがなくなる。そういうことがあります。ですからぜひ、普段使う言葉をよく考えていただくと、コミュニケーションの中で、生まれてくるもの、感じるものも変わってきます。

　

11．あいさつを考える

じゃあ、自己肯定感ってどうやって育てたらいいのですか？　という話ですが、まず存在承認です。その中で、一番簡単なものはあいさつです。みなさんどうですか？　自分たちのまわりで、自分の家族の中も含めてですが、あいさつがきちんとできていますでしょうか？　もしきちんとできていない、あるいはご近所でもあいさつが出来ていない。子どもなどに見えていく。やはり「あいさつをしなくていいんだ」「あいさつなんて、大切なものじゃないんだ」そんなことを思ってしまう可能性があります。

ところで、あいさつとは、どのような目的ですると思いますか？　考えてみたことがありますか？（※葛巻氏が会場の参加者に尋ねる）

参加者Ｆ　相手の存在を、社会的に認めることだと思います。

　はい、ありがとうございます。今、すごくピンポイントなお答えをいただきました。「今日もあなたのことを私は認めているよ」「あなたが元気な姿で、私の前を通っていくことを認めているよ」そういう気持ちであいさつをされたらどうでしょうか？　僕もＰＴＡの仕事などで、あいさつをしようと呼びかけていますが、「さようなら」と言っても、返事をなかなかしない子がいるので、追いかけていって、３、４回声をかけます。なかなかしません。それで、やっとしてくれると、少しシャッターが開くようです。「あいさつをすると、気持ちが良いだろう」と声をかけることがよくあります。私たちの存在を認めるために、私自身の存在を認めるためにあいさつはとても大事です。

　それから、自分の話を受け止めてもらっているということを、実感として感じて欲しいということです。これは、この後のワークで感じてください。先ほど言いました。「喜ばれる喜び」これを起こしていただきたいのです。自立支援センターのほうで、就労支援・就労体験などを通じて、実際に自分が何をして人の役に立つのか。その場面に自分がいるということは、すごく子ども、あるいは今、自信をなくしている子どもたちに対して、とても大切なことだと思います。私たちは、できる限りそういう機会、場所に触れさせてあげたいと思っています。

「あなたのやっていることで、この人が喜んでいるよ。」と体験させてあげたいと思います。

　それから、こういう承認もあります。「あなたのお陰で助かっているよ」喜ばれる喜びというと、しゃれているかもしれませんが、そういう小さいことからでいいと思うのです。誰でも最初の一歩から、とんでもない結果に結び付くわけです。イチローのものすごい記録だって、最初の一本からです。毎日「こんなことがこの子の役に立つのだろうか」と考えて、子どもの為にできることは何なのだろうか？　そんなことを小さいことでもかまわないから、一つ一つやってあげられたらいいなと思います。

12．自尊感情や自己肯定感は褒められ育つ

　それから、みなさん、少し考えてほしいのです。みなさんは、どんな時に、どんな言葉で褒められたいですか？　「こんな時はこういう言葉で褒められたい」そんな形で、隣の方と話をしてみていただいていいですか？　「こんなことで褒められたらうれしい」少し時間が短くなりますが、話し合ってみてください。案外、人と違うところに、面白味を感じるかもしれません。はい、お願いします。

· ディスカッション

　はい、ありがとうございます。それぞれに自分が褒められたい言葉というのがあって、褒められたい武器というのがあるということに、気がついていただけると思います。それは一人ひとり違うので、探ってください。それしかないのです。どうしても声をかけづらい時は、自分から聞いてしまうのも一つの手です。僕はそれでいいと思います。相手に気づかれないように、一所懸命、観察をしていただくのが本当は大事です。一所懸命知っていただく。その子が、本当に褒められたいというタイミング、時。そして、嬉しいと思う言葉。その人その人で違うので、考えてもらいたいのですが、分からなければ聞くのが一番です。

　全然お門違いのところで、さっきも話したように、頑張っていないのに「頑張っているね」と言われても、全然うれしくありません。本当にそうです。（会場笑）お世辞を言われるくらいなら、本当に「あなたはどんな時に褒めてほしい？」と聞きます。「あなたは、どういう時に、社長に褒められたいの？」「いや、僕はこういう時に褒められたい」「ああ、そうなの」それで社長がいれば、それでいい。

13．子どもを受け止める「傾聴」
　それから一つ「よく頑張っているね」と言われます。「よく頑張ったね。」これが嬉しい人。「頑張ってね」これが嬉しい人。みなさんそうですね。「よく頑張っているね」これが嬉しい人。何が違うか、分かりました？　過去形、未来形、現在形です。今を褒めてあげてほしいのです。「いやあ○○君、２週間前のレポート、よく書けていた」と会社の上司は言われることが多くあります。やはりその時、お母さん方も難しいと思います。家事とかいろいろありますから。でも、子どもの話を聞くタイミングというのは、その時を外したらもうないと思ってください。老いてから、「よくできたね、頑張ったね」そういうことではなく、今を大事にしてください。相手に合わせて褒めていただきたい。「私は、すごくうれしいよ」そういうメッセージを込めてあげてほしいと思います。この『自己肯定感』というのが、やはり褒められるという行動の中で、一番育ちます。「心技体」といっても無理ですが、それでガーッといく人もいます。が、司馬遼太郎さんの本を読んで、「坂本竜馬になるんだ」と思う人も中にはいるかもしれない。そんなエネルギーのある人ばかりではない。やはり人を褒めてあげる。それがやっぱり、一番の自己肯定感ですね。

　子どもの自尊心は、いい成績をとって褒められることではありません。悪い成績を取っても、抱きしめてあげる。それが、子どもの心を理解するということです。これは野口嘉則という、私と同じコーチの仕事をしておられる方が言っておられます。そういうふうに、「いいことがあったら、褒めよう」ではなく、悪い成績だったときでも、「残念だったね」と言ってあげられる関係作りを目指してほしいと思います。

14．人の話を聞く態度とは→子どもの話を聞くときの大人の悪い癖

　残り時間が僅かになってきていますので、みなさんには今日、「聞く」「傾聴」ということをお伝えしたかったので、その話をしました。最後にこの話をして、私の講義を終わりたいと思います。本当に短時間でやってしまいますので、手抜きになって申し訳ないのですが、こちら側の列の方が、話し手になってください。最近あった「こんなことが面白かった」という話でけっこうです。なかったら、悪かった話でもけっこうです。（会場笑）この列とこの列とこの列の方は、今から、聞き役になっていただきます。話す方は一方的に話すという構図になるわけです。普段とはちょっとコミュニケーションのとり方が違うかもしれませんが、お願いします。

それで、聞き役の方にお願いしたいことがあります。ちょっと強制的にみなさんの、態度だけを変えていただきたいと思います。まず、話をしているお隣の方の目を見ないでください。それから、お尻を浮かせて、腰を浅く掛けていただいて、背もたれにもたれるようにして、視線を合わさない。無駄口や、「あ、なるほど、はいはい」などの言葉は一切言わない。ただ単に、視線を合わさず、「聞いていない」というポーズを取ってください。でも、話は聞いてください。（会場笑）

実は、隣の方が、聞いている人がそういう態度を取っているということは、聞いてくれています。そういうことで、話をしてみてください。どんなふうになるか？　相手の態度がどれだけ変わるかということを、体験してみてください。

では、こちら側の方は、話し方、こちら側の方は聞き方ということで、目を合わさない、頷かない。「はいはい」「うんうん」も言わない。という態度で聞いてください。では、お願いします。心なしか、元気ないですかね。

※ディスカッション

はい、ではこの辺で止めておきます。（客席に）話しづらいですか？　どんな感じですか？　一つみなさんに聞きたいのです。普段はしていないですか？　会場笑では、今までみなさんがしていたことの再確認をしましょう。正しい話の聞き方です。よく、子育て支援などでこのディスカッションをやると、「携帯でメールをしながらでしか、子どもの話を聞いてなかった」という方がいらっしゃいます。ぜひ、そういうことのないように聞いていただきたいと思います。では、正しい話の聞き方というか、やり方です。

今度は、相手の目をしっかり見てください。相槌もしっかり打ってください。首の上下運動もお願いします。でも、相手がゆっくり話しているのに、速いペースでは会いませんね。しっかり、相手のペースに合わせてあげてください。ゆっくり話される方には、「そうですか～」、早口の方には、「あっそうなん！」と言うのも面白いです。

「ふんふんふん」と早い方には、ペースを合わせます。で、相手の目をしっかり見てあげてください。体も向けてあげてください。で、首をしっかり振って、「聞いているよ」ということが、しっかり伝わっているようにしてあげてください。で、「はひふへほ」です。「はあ～」「へぇ～」「ふ～ん」「ほ～ん」だけでもけっこうです。あるいは、「うんうん」だけでもいいのです。でも、一所懸命聞いている「うんうん」と、ただの「うんうん」とは違います。と、いうふうに「聞いているよ」ということが分かる「うんうん」を伝えてあげてください。さっきとどれくらい違うか？　短い時間で本当に申し訳ないのですが、体をしっかり相手のほうに向けてください。しっかり聞く態度ですよ。それで、今日から、その態勢で、お家に帰ったら、配偶者の方とか、お子さんにこういう態度で話を聞いてあげてください。はい、お願いします。

※ディスカッション

15．今日の総括

はい、ありがとうございました。声をかけても止まらないですね。（会場笑）最後、駆け足になってしまって、本当に申し訳なかったのですが、私がお伝えしたかったことは、大きく分けて２つのことです。「相手をきちんと認めてあげてください。」「その時に、相手のありのままを伝えてあげてください」。「よくやっているよ」あるいは成績が良くなかったとしても、「頑張ったよね」ということを伝えてあげてほしい。

そして、自尊感情、自己肯定感を育ててあげてください。「私は大切にされているんだ」ということを一番良くわかってもらえるのは、話を聞いてもらえることです。そのことで、安心感が生まれます。

ですから、みなさんに「今日から特別なことをやってくれ」というわけではないのです。ただ、「相手の目を見て、相手の話を聞いてください」。そして、自分の話に持っていかない。ぜひ、さっきのお母さんの話みたいに、相手の話が終わるまで、「ああ、こんなことがあったんだ」「うん、うん」と聞いてあげてほしいと思います。そして、それが終わってから「大変だったなあ」でも「それは面白かったんやな」でもいいです。それから、自分の話をしていただきたいと申し上げたいと思います。

最後、本当に駆け足になって申し訳なかったのですが、最後に一つだけみなさんにお伝えしたいことがあります。私がコーチングをやっている中で、一番大きな影響を受けた言葉です。松下幸之助さんにＰＨＰという出版社の方が、インタビューをされました。「幸之助さんだったら、戦国武将の３人のうち、どのタイプが好きですか」という話をしたそうです。ホトトギスのたとえです。「鳴かぬなら、殺してしまえ、ホトトギス」＝「役に立たないものはいらない」という織田信長、「鳴かぬなら、鳴かせてみせよう＝あの手この手を打とう」という豊臣秀吉、そして「鳴くまで待つ、時期がくればいいじゃないか＝鳴くまで待とう」という徳川家康。誰が一番好きかという話をしたそうです。すると幸之助さんは、ああいう方ですから「徳川家康がいいかなあ」と言われたそうです。しかし、「ワシだったら、こういうふうに言うなあ」と新しくホトトギスの標語を作られたそうです。「鳴かぬなら、それもまた良し、ホトトギス」と言われたそうです。僕は、その言葉を聞いて、本当に自分の心をバーンと打たれた気がしました。「それでいいんだよ、ホトトギスよ、鳴かなくてもいいんだよ」そういう温かい目で、地域の人たちといっしょに、子どもを見守ってあげたいと思います。

どうも、時間を延長してしまいました。申し訳ありません。いろいろ、上手くいかない点もありましたが、最後まで一所懸命聞いていただき、ありがとうございました。（拍手）

以上
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